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Ⅰ　土壌改良資材投入基準 　Ⅴ　除草剤使用基準 (除草剤は周辺の水稲、その他作物のドリフトには十分注意する。) ○生育期(全面散布)   

○播種前

・汚粒発生防止のため、収穫前に雑草や青立ち株を抜き取る。

・子実水分１８％以下、かつ茎が“ポキッ”と折れ、２つに分かれる状態で収穫する。

※粉剤を使用する際はスタークル粉剤、トレボン粉剤、スミトップM粉剤を使用ください。 ・収穫は莢水分の高い朝夕を避け、晴れた日の午前１０時から午後５時の間に行う。

　播種

種子１kgに対して
20ｍℓ

種子１kgに対して
8ｍℓ

キヒゲンＲ－２フロアブル

クルーザーMAXX

農薬名

ＪＡふくおか嘉穂
飯塚普及指導センター
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（１０ａ当たり） （１０ａ当たり）

土壌改良資材名 基肥 （１０ａ当たり） 使用時期 除草剤名 使用量 希釈水量

精   粒   苦   土   石   灰 １００ｋｇ 使用時期 除草剤名 使用量 希釈水量 イネ科雑草3～10葉期 ポルトフロアブル (注意１) ２００～３００ｍℓ １００ℓ

塩   化    カ   リ ２０～４０ｋｇ 耕起前又
（雑草生育期）

ラウンドアップマックスロード ５００ｍℓ ５０ℓ
大豆出芽直前～３葉期

（雑草発生始期～２葉期)
パワーガイザー液剤 (注意２) ２００～３００ｍℓ １００ℓ

ス   ー   パ   ー   マ   グ ２０～４０ｋｇ
○播種後出芽前
◆雑草が少ない場合

大豆本葉２葉期～開花前
（広葉雑草生育初期～６

葉期)

大豆バサグラン液剤(Nａ塩) １００～１５０ｍℓ
１００ℓ（１０ａ当たり）Ⅱ　施肥基準 （１０ａ当たり） アタックショット乳剤 (注意３) ３０～５０ｍℓ

使用時期 除草剤名 使用量 希釈水量
区分 肥料名 基肥 (注意１)

ポルトフロアブルはイネ科雑草10葉期まで効果はあるが、なるべく雑草が小さい内に散
布する。また、水稲に飛散した場合は大きな影響がでるため、散布に当たっては十分注
意する。

播種後出芽前
（雑草発生前）

ラクサー乳剤 ４００～８００ｍℓ １００ℓ

大豆作付け初年目
麦作なし２年目

ＰＫ化成40号
（０－２０－２０）

２０～４０ｋｇ ラクサー粒剤 ４～６ｋｇ －

◆雑草が多い場合 （１０ａ当たり）
(注意２)
パワーガイザー液剤はアサガオ類、ホオズキ、ホソアオゲイトウに効果がある。展着剤は
使用しない。ポルトフロアブルとの10日以内の散布はしない。枯死までには至らなくても
強い抑制効果がある。周辺作物へ飛散しないように注意する。

連作田・遅播き田
地力の低いほ場

ベスト４４４
（１４－１４－１４）

１０～１５ｋｇ 使用時期 除草剤名 使用量 希釈水量

播種後出芽前
（雑草発生前）

フルミオWDG　注） ５～１０ｇ

１００ℓⅢ　播種時期と裁植密度及び播種量 サターンバアロ乳剤
６００～８００ｍℓ

(注意３)
アタックショット乳剤はアサガオ類に効果が高い。大豆の葉に薬害(褐変、縮葉、白葉等)
が現れるが、新しい葉には影響がなく目立たなくなる。大豆の生育が不良等の条件では
薬害を助長する恐れがある。周辺作物へ飛散しないように注意する。

播種月日 ６月下旬 ７月１～２０日 ７月２０～３１日

希釈水量

（※必ず２剤を混用）

条間 ７０ｃｍ ７０ｃｍ ７０ｃｍ

株間 ３０ｃｍ前後 １５～３０ｃｍ １１～１５ｃｍ

３００～５００ｍℓ

○畦間・株間処理　(注意４) （１０ａ当たり）

㎡当たり株数 ４．８株前後 ４．８～９．５株 ９．５～１３．０株 使用時期 除草剤名 使用量

大豆本葉５葉期以降
雑草生育期

(広葉､ｱｻｶﾞｵ類に効果大)

播種量 ３ｋｇ／１０ａ前後 ３～６ｋｇ／１０ａ ６～８ｋｇ／１０ａ
バスタ液剤

 ・ 播種時期は梅雨期間中にあたるため、天候に注意して作業を行う。

カメムシ類

（１０ａ当たり）

散布量 対象病害虫

種子消毒
（いずれかを使

用）

Ⅳ　種子消毒

１５０ℓ
液
　
剤

処理量

◎

対象病害虫

紫斑病・ハト

ﾊﾄ、ﾈｷﾘﾑｼ類、ｱﾌﾞ
ﾗﾑｼ類、紫斑病等

１５０ℓ ハスモンヨトウ プレオフロアブル ２０００倍

１０００倍 １５０ℓ

(注意４）
畦間・株間処理剤は、大豆の本葉にかからないよう、畦間と株間に散布し、大豆の頭から
かけないよう注意する。

Ⅶ　コンバイン収穫

Ⅵ　病害虫防除基準

*　農薬に関しては令和６年４月現在の農薬登録状況に基づいて記載しています。

播種後出芽前
（雑草発生前）

フルミオWDG　注） ５～１０ｇ

１００ℓラクサー乳剤

１００～１５０ℓ

 トップジンＭ水和剤 　

農薬名

 スタークル顆粒水溶剤

４００～８００ｍℓ
（※必ず２剤を混用）

注）アサガオ類は、土壌処理剤のみでは抑えることが難しいため、生育期除草剤（大
豆ﾊﾞｻｸﾞﾗﾝ液剤）や中耕・培土を組み合わせ、体系的に防除する必要がある。

注）フルミオＷＤＧを使用した後は、専用洗浄剤（不活性化）を使用して散布機械等を
洗浄する必要があるので注意すること。

２０００倍

紫斑病

フクユタカの品種特性

ハスモンヨトウ幼虫

10ａ

月・日 株/㎡ 月・日 月・日 ｋｇ ｇ

7・10 7.1 8・19 11・3 339 30.9
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耐　病　性

葉焼病 褐斑病 紫斑病

中耕・培土①
本葉２～３枚の頃

（播種後15日頃）
子葉が隠れる程度

中耕・培土②

本葉５～６枚の頃
（播種後25日頃）

ミナミアオカメムシ成虫 ミナミアオカメムシ幼虫


